
保護者が知っておきたいインターネットの落とし穴 毎日ネットに触れるこどもたちを守るために

●OS事業者が提供するペアレンタルコントロール機能を
　活用しましょう。
●アプリの時間調整機能の活用がおすすめ。アプリ内
　の設定で利用時間の調整ができるものもあります。

あんまりよくないなあとは思ってる
楽しくなると長く（ネットを）続けてしまう。
帰ってきて見始めたら、もう夕方になってた
とか。

話し合ってルールを作ろう！

長時間利用/課金等

これだけは知っておこう！

（学校では）課金とかゲームとかでお金を使った
り、親にも言わないで買ったりしないよう言わ
れている。

うちでは、課金するときに必ず親に言うという
ルールがあるよ。

すべての年代の保護者の方へ

こどもたちは見た！体験した！こんなネットのトラブル

大学
生からのアドバイス

保護者が知っておきたいインターネットの落とし穴 毎日ネットに触れるこどもたちを守るために

こんな話を聞いたんだけど……

性別や年齢を問わず注意が必要！

自画撮り被害

　  ③家庭内のルールづくり
困ったことがあったら保護者に相談
することを約束しましょう。

　  ④警察等への相談
自画撮りを要求されたらすぐ相談！
最寄りの警察署や相談窓口の利用も！

自画撮り被害を防ぐために
POINT

POINT

POINT

POINT

小学校高学年／中学生／高校生の保護者の方へ

こどもたちは見た！体験した！こんなネットのトラブル

大学
生からのアドバイス

→だまされたり脅されたりして、自分の裸などの写真を撮影
　させられ、送らされることを「自画撮り被害」と言います。

ある女の子が、男の子に個人情報を教えてしまい、
性的な面で脅され「写真を送らないと住所を
さらす、家に行く」などと言われたと聞いた。

被害は、女の子、男の子、性別や年齢を
問わずあり、注意が必要です！

　  ①スマホのOS機能を活用
たとえば、iPhoneではヌードが含まれる可能性がある
写真をお子様が受信した場合や送信しようとした場合
に警告し、対応に役立つ情報を提示してくれる機能が
あります。

　  ②民間サービスの活用
不適切な画像や動画の撮影をＡＩが検知し、警告を
出したり保護者等に知らせたりしてくれるサービス
もあります。

保護者と話し合って、お互いが納得できる
家庭内ルールを作ろう！

長時間利用・課金を
管理するには

　  ①ペアレンタルコントロール機能を使う！POINT

　  ②フィルタリングを活用！POINT

次々と興味のある情報が表示され
ることで、利用を中断できなく
なってしまうケースがあります。
OS事業者が提供するペアレンタル
コントロール機能で閲覧できる
WEBコンテンツや起動できるアプ
リについて、年齢に合わせた制限や
サイト・アプリごとの個別の管理が
できます。
また、アプリのダウンロードやアプ
リ内課金を管理することで、課金を
制限することも可能です。

スクリーンタイム／ファミ
リー共有（iPhone等）

Digital Wellbeing/
ファミリー リンク
（Androidスマホ等）
Digital Wellbeing・ファミリーリン
クはGoogle LLCの商標です。
Digital Wellbeing：Android10以降
ファミリー リンク：Android5.0以降

iOS 12以上

KDDINTTドコモ

ソフトバンク 楽天モバイル

フィルタリングを活用することに
より、薬物などの違法な情報や
出会い系・アダルト系のサイト等
の閲覧制限や、対象年齢に合わない
サービス・コンテンツの利用制限が
できます。

※被害者が13歳以上16歳未満である場合は、その人より 
　５歳以上年上の人が行ったとき

これだけは知っておこう！

●18歳未満の裸の撮影は、児童ポルノ製造罪にあたります。
　違法な要求には応じないように、お子さんに伝えましょう。
●さらに、16歳未満のこどもに対しては、要求するだけでも
　犯罪※となります。


